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３ モニタリング結果と評価 

（１） 海洋環境 

 

長期モニタリング計画モニタリング項目 海域管理計画 指標種 

 

 海洋観測ブイによる水温の定点観測（No.1） 

 

 

水温 

 

 航空機、人工衛星等による海氷分布状況観測（No.①  

 

 

海氷 

 

 

 海水中の石油、カドミウム、水銀などの分析（No.⑨）  

 

 

有害物質 

1. 保護管理の考え方 

順応的管理に基づく海洋生態系の保全と、持続的漁業及び海洋レクリエーションなどの人間活動に

よる適正な利用との両立を図るため、知床周辺海域の気象、海象、流氷動態等の各種解析の基礎となる

海洋環境や海洋構造及び海洋生態系の指標種などの調査研究やモニタリング調査を行い、その行動や

動態を的確に把握する。 

2. 分類評価 

ウトロ側機材の不具合が令和２年（2020 年）に生じ、令和５年（2022 年）も継続中のため、水温観測デ

ータの更新はない。一方、羅臼沖のブイは令和２年（2020 年）以降も投入され、観測を継続中である。これ

までの解析から、ウトロの春季から夏季の水温は羅臼に比べて約 2℃ほど高く、顕著な地域差を見せること

が分かった。長期変化に関しては、ウトロの表面ブイによる観測では、近年のデータ欠損によりその変化傾

向を完全にはとらえることができていないものの、観測が継続している羅臼のブイでは令和４年に初めて

18.0 ℃を超える水温が観測された。この高温傾向は令和５年以降も継続している。近年、海洋熱波と呼ば

れる現象が頻発しており、今後さらなるデータ解析を進めるなど、注視する必要がある。一方、冬季の水温

データはない。地球温暖化による水温上昇は冬期により顕著に現れると言われているので、今後、通年観測

の実施にも努力してほしい。なお、プロジェクトベースではあるが、現在通年の水温モニタリング網の整備

が進んでいる。 

海氷は、オホーツク海全体では減少傾向にあるものの、今のところ、流氷は増減を繰り返しつつもオホー

ツク海南部では顕著な減少傾向は見られず、すべての年で知床半島まで到達している。令和６年冬季の海氷

はオホーツク海全体では平年よりやや多く、北海道沿岸における海氷接岸日数も６３日間で、直近１０年間

（平成２７年(2015 年)‐令和６年(2024 年)）の平均である５０日間よりも長かった。ただし、昭和４６年

（1971 年）-平成２２年（2010 年）の平均接岸日数は約７２日間であり、それと比較すると短い。このよう

に長期的には北海道沿岸における流氷の接岸期間が短くなる傾向にあり、温暖化の影響の可能性がある。 

汚染物質に関しては、低いレベルで安定している（データは令和４年（2022 年）まで）。 

知床の世界自然遺産としての価値は、季節海氷によるところが大きい。そのモニタリングには、北海道沿

岸からの目視データとともに、海氷専門家（および学生）の篤志によるオホーツク海南部海域の海氷面積デ

ータが用いられてきた。しかしながら、後者は衛星データに関する専門知識が必要でありデータの継続性が

不確実である。何らかの方策により継続性のあるデータ取得の取り組みが必要である。また氷厚のデータも

重要となるが、そのデータの取得方法には専門的な検討が必要である。海氷の消長には海水温が重要な要素

であるが、冬季の水温モニタリングがなされていない。プロジェクトベースのモニタリング網整備が進んで

いるものの、これも、長期的視野からの対策が必要である。 

知床海域は、冬季はオホーツク海起源の冷たい海水が表層を覆うが春季から秋季にかけては日本海起源の

宗谷暖流（高温・高塩水）が占めるという、大きな特徴がある。したがって、海氷の消長や水産資源のため

の環境モニタリングには、水塊の季節進行の観点が必要と思われる。これには、塩分の測定が有効である。

プロジェクトベースの塩分監視網の整備が進んでいるものの、今後、長期的視野に立った検討が望ましい。 
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ア 海洋観測ブイによる水温の定点観測 

モニタリング項目 海洋観測ブイによる水温の定点観測（No.1）  

モニタリング実施主体 環境省 

対応する評価項目 

 

 

 

Ａ 特異な生態系の生産性が維持されているか 

Ｄ 遺産地域における気候変動の兆候はみられるか 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用に  

よる安定的な漁業が両立されているか 

モニタリング手法 海洋観測ブイを羅臼町昆布浜沖に１基設置し、春期～秋期の水温を観測。 

評 価 指 標 水温 

評 価 基 準 基準なし（自然環境等の変動を把握し、様々な施策の検討の際の基礎的な情報

を収集するためのモニタリング） 

評 価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善  □現状維持  □悪化  

[評価対象期間]ウトロ：平成 24 年（2012年）6 月～令和元年（2019年）10 月、

羅臼：平成 24 年（2012年）４月〜令和５年（2023年）11 月 

平成 24年（2012年）から継続してモニタリングしているウトロと羅臼にお

ける水温の観測は、ウトロ側機材の不具合が令和２年（2020年）に生じ、令和

５年（2023年）以降も継続したため、水温観測データの更新は行えず、評価対

象期間は上記のように２つの地域で異なった。また、観測は夏季を中心とする

もので、冬季の観測が行われていないが、知床海域の基本データを蓄積し解析

することで、海洋環境の特徴を抽出する意義は大きいと言える。8年間及び 12

年間の継続した観測からウトロと羅臼の海洋環境の特徴は以下の傾向が認め

られた。 

 同じ時期の２地域の水温を比較するとウトロの方が常に高い。５月の上旬

の全層平均水温がウトロで約７度であったが羅臼では３度弱と低く、水温差

は４度前後に達していた（表２、表４）。そして、全層平均水温が 15度に達

したのはウトロが７月 20日であるが（図２）、羅臼では令和５年（2023年）

では 7月最終週となっていた（図４）。その後の高水温期においても水温差は

２度を維持し、顕著な地域差を示していた。この傾向は７年間の最高水温

（表層１m水深）で顕著に現れ、20度以上が８月初旬から９月下旬まで継続

したウトロに対して、羅臼の表層１m水温で 20度を超えることは 2021年ま

でなかった（表１、表３）。しかしながら、2022年９月に初めて 18.0度まで

達し、さらに 2023年には 8月下旬から 9月下旬まで 1か月間にわたって達し

たことから(表７、図７)、高水温化傾向が示唆される。今後も注視する必要

があろう。 

 水温の季節変化の傾向は、ウトロは羅臼に比べると早期に上昇し、数度高

い値を維持して経過していて、顕著な地域差を示していた（図２、図４）。し

かし、水温が低下するときの傾向はウトロと羅臼共に類似し、９月上旬に全

層平均水温が最大に達したのち、９月末には上下混合が始まり、10月 10日

には全層平均水温は両地域共に 15度以下に低下するなど水温低下の季節変化

の傾向に大きな地域差は認められなかった（図２、図４）。また、羅臼におけ

る底層 30m水温は令和 6年（2024）年（表３、図３）も、11月に入ると上の

層よりも若干高くなる傾向は継続しており、これはウトロでは見られなかっ 

た現象である。 

 海水温の資料のみで、塩分の資料がないので、明確にウトロと羅臼の水塊
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特性を述べることはできないが、水温の季節変化から、羅臼側に影響してい

ると考えられる亜寒帯系水に対して、ウトロ側は比較的高水温の宗谷暖流水

の影響を強く受け、これが原因で両地域の水温差が現れていたと推定でき

た。 

 次に経年変化の傾向をみる。ウトロにおいては上述のように観測時期が平成

24 年（2012年）～令和元年（2019年）に限られている。令和元年（2019年）

までの「平成 24年（2012年）の月平均水温」に対する「各年度の各月平均水

温との差」の割合（変化率、図 6）には年度間に一定の傾向は見られなかった。

平成 25 年(2013 年以降)、６月から８月の期間は、平成 24 年（2012 年）の月

平均水温よりも高く最大で 30%程度に達した。一方、９月から 11 月は平成 24

年（2012年）の月平均水温よりも低い傾向が認められた。ただし、直近の観測

結果はなく近年の傾向はわからない。一方で、羅臼における観測は平成 24 年

（2012 年）に始まり、令和 6 年（2024 年）も継続した。令和 6 年の全層平均

水温（５日平均）は、６月初旬から１０月初旬にかけて、ほとんどの日でブイ

観測期間における最高水温を記録した（表７、図７）。月平均水温の経年変化

は、各年の月平均水温（図 7）、および各月の観測結果がそろっている「平成 27

年（2015年）の月平均水温」に対する「平成 28年(2016年)以後の各月平均水

温との差」で示した（図 8）。令和 2 年（2020 年）以降は各月の水温差がプラ

スを示すことが多く、近年における温暖化の傾向が示唆された。特に、令和 5

年（2023年）以降は 5月を除くすべての月で平成 27年（2015年）の月平均水

温を上回っており(表 7、表 8)、温暖化傾向はより明らかとなっている。近年、

海洋熱波と呼ばれる現象が頻発しており、今後の水温の動向を注視する必要が

ある。 

今 後 の 方 針 

 

 

 

 

 

 

冬季の観測が実施されていないが、第１期における水温観測の結果により、

春季から夏季にかけてのウトロの海水温は羅臼よりも常に高いことがほぼ確

実に把握でき、その地域差の原因は宗谷暖流水の影響の強弱が関係すると推定

された。また、水温の経年変化傾向については、令和 2年（2020年）以降、羅

臼において温暖化の傾向が示唆され、令和 5年以降はその傾向がより明らかと

なった。今後の水温の動向を注視する必要がある。このようなことから、知床

沿岸の海洋環境と水塊構造の変化をより正確に把握する上では、宗谷暖流の影

響を知ることが重要であり、水温の他にも塩分の長期の観測が必要となる。今

後は信頼性の高い観測機器の導入と、水温と塩分の通年観測の実現が望まれ

る。これらの観測が実現し、さらに次期 10 年継続された時には、海洋環境の

長期的変化の把握に役立ち、加えて、海氷面積の経年変化等の資料と比較する

ことにより、温暖化の顕在化を把握することに貢献すると考える。 
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＜調査・モニタリングの手法＞ 

海洋観測ブイを斜里町ウトロ沖に１基、羅臼町沖に１基設置し、夏期～秋期の水温を観測。観測層を 5

層とし、1時間ごとに観測。 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

１ ウトロ沿岸域海洋観測ブイによる水温の定点観測 

※令和 2年（2020年）～ 観測データなし 

○設置場所：ウトロ高原沖 観測データ取得期間：6月 21日～10月 31日（令和元年（2019年）） 

6月 25日～10月 31日（平成 30年（2018年）） 

8月 4日～11月 6日（平成 29年（2017年）） 

5月 26日～11月 14日 (平成 28年（2016年）） 

5月 12日～11月 3日（平成 27年（2015年）） 

7月 25日～10月 7日 (平成 26年（2014年）） 

6月 12日～10月 13日 (平成 25年（2013年）） 

6月 1日～11月 12日 (平成 24年（2012年）） 

 

 

◇ウトロ沿岸域における週平均水温（令和元年（2019年）） 

 

表 1  ウトロ沿岸域週平均水温（令和元年（2019年）） 

 
※  水温の各値は 5日間の平均値で求めている。 

※２ 横棒（ー）は観測値の欠測 

 

 

月日 水温(1m) 水温(5m) 水温(10m) 水温(20m)  水温(30m)

6月21日 11.9 11.5 11.3 11.0 10.8
6月26日 12.2 12.1 11.8 11.0 10.4
7月1日 11.4 10.9 10.7 10.3 10.2
7月6日 12.9 12.8 12.6 11.7 11.5
7月11日 12.1 12.1 11.9 11.2 11.0
7月16日 - - - - -
7月21日 - - - - -
7月26日 19.2 18.6 18.2 17.6 16.9
8月1日 19.8 19.2 19.0 18.6 17.7
8月6日 19.5 19.5 19.2 19.0 18.6
8月11日 19.5 19.4 19.3 19.0 18.7
8月16日 19.2 19.2 19.1 18.6 18.2
8月21日 18.0 17.5 17.2 16.4 15.9
8月26日 17.8 17.7 17.7 17.5 17.2
9月1日 - - - - -
9月6日 21.1 20.9 20.6 20.6 20.4
9月11日 19.9 20.1 20.0 20.0 19.7
9月16日 19.6 19.8 19.7 19.8 19.7
9月21日 18.8 18.9 18.8 18.8 18.8
9月26日 18.2 18.2 18.2 18.0 17.9
10月1日 17.3 17.3 17.3 17.0 16.8
10月6日 16.8 16.8 16.7 16.5 16.3
10月11日 14.8 14.9 14.9 14.6 14.5
10月16日 14.4 14.6 14.6 14.6 14.5
10月21日 14.3 14.6 14.5 14.5 14.3
10月26日 13.4 13.5 13.3 13.2 13.1
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※水温の各値は 5日間の平均値で求めている。 

図 1  ウトロ沿岸域週平均水温（令和元年（2019年）） 

 

 

◇ウトロにおける最高水温、最低水温と全層の平均水温（平成 24年～30年（2012年～2018年））及び

令和元年（2019年）の全層の平均水温の季節変化 

 

表 2  ウトロにおける最高水温、最低水温と全層の平均水温（平成 24年～30年（2012年～2018年））

及び令和元年（2019年）の全層の平均水温の季節変化 

 

※水温の各値は 5 日間の平均値であり、全層の平均水温については面積平均で求めている。 

※横棒（-）は観測値の欠測 

（℃）
月日 最高（2018年まで） 最低（2018年まで） 平均（2018年まで） 2019年の平均水温

5月12日 7.8 7.8 6.7
5月16日 8.5 6.6 7.5
5月21日 8.6 7.2 7.8
5月26日 10.2 7.7 9.0
6月1日 10.9 5.5 8.4
6月6日 11.0 6.3 8.5
6月11日 11.0 7.0 8.5
6月16日 11.7 7.2 9.0
6月21日 12.0 7.5 10.4 11.2
6月26日 12.9 8.7 10.9 11.3
7月1日 13.8 9.2 10.7 10.6
7月6日 15.3 10.3 12.2 12.2
7月11日 16.4 10.8 12.3 11.5
7月16日 16.9 10.2 13.8 -

7月21日 21.2 8.1 13.8 -
7月26日 19.2 11.0 16.4 17.9
8月1日 20.0 13.0 17.5 18.7
8月6日 19.9 13.7 18.0 19.1
8月11日 20.3 14.2 18.3 19.1
8月16日 20.6 13.1 18.2 18.8

8月21日 21.4 13.9 17.6 16.8
8月26日 21.1 14.5 18.0 17.5
9月1日 20.1 11.0 17.4 -
9月6日 21.1 14.6 19.2 20.6
9月11日 20.9 12.7 18.8 19.9
9月16日 21.2 12.8 18.8 19.8
9月21日 20.6 15.0 18.1 18.8
9月26日 18.5 15.4 17.6 18.1
10月1日 18.7 15.3 16.9 17.1
10月6日 18.8 13.5 16.3 16.6
10月11日 18.1 12.3 14.9 14.7

10月16日 16.1 11.4 14.0 14.6
10月21日 14.9 10.2 13.3 14.5
10月26日 14.7 7.2 12.0 13.3
11月1日 12.2 6.4 9.0
11月6日 11.6 5.4 8.6
11月11日 10.1 5.0 6.5
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図 2  ウトロにおける最高水温、最低水温と全層の平均水温（平成 24年～30年（2012年～2018年）） 

及び令和元年（2019年）の全層の平均水温の季節変化 

※水温の各値は 5 日間の平均値であり、全層の平均水温については面積平均で求めている。 

 

作図表データ出典：  

・環境省「令和元年度（2019年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観測

機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「平成 30年度（2018年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「平成 29年度（2017年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「平成 28年度（2016年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「平成 27年度（2015年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「平成 26年度（2014年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係るウトロ沿岸域海洋

観測機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「平成 25年度（2013年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係るウトロ沿岸域海洋

観測機器維持管理業務報告書」 

・環境省「平成 24年度（2012年度）知床半島ウトロ沿岸域における海洋観測ブイを用いた海洋観測等

に係る業務報告書」 
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２ 羅臼沿岸域海洋観測ブイによる水温の定点観測 

〇設置場所：キキリベツ高原沖 観測データ取得期間：  

 

6月 21日～11月 26日（令和 6年（2024年）） 

5月 18日～11月 7日（令和 5年（2023年）） 

5月 11日～11月 30日（令和 4年（2022年）） 

6月 14日～11月 30日（令和 3年（2021年）） 

6月 11日～12月 21日（令和 2年（2020年）） 

11月 9日～12月 26日（令和元年（2019年）） 

6月 18日～12月 16日（平成 30年（2018年）） 

5月 31日～12月 16日 (平成 29年（2017年）） 

5月 27日～12月 8日 (平成 28年（2016年）） 

5月 21日～11月 30日（平成 27年（2015年）） 

6月 10日～8月 13日（平成 26年（2014年）） 

5月 31日～7月 19日（平成 25年（2013年）） 

4月 24日～8月 22日（平成 24年（2012年）） 

 

◇羅臼沿岸域における週平均水温（令和 6年（2024年）） 

 

表 3  羅臼沿岸域週平均水温（令和 6年（2024年）） 

 

※水温の各値は各日の平均値で求めている。 
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図 3 羅臼沿岸域週平均水温（令和 6年（2024年）） 

※水温の各値は各日の平均値で求めている。 
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◇羅臼における最高水温、最低水温と全層の平均水温（平成 24年～令和 5年（2012年～2023年））及

び令和 6年（2024年）の全層の平均水温の季節変化 

 

表 4  羅臼における最高水温、最低水温と全層の平均水温（平成 24年～令和 5年（2012年～2023年））

及び令和 6年（2024年）の全層の平均水温の季節変化 

 

※水温の各値は 5 日間の平均値であり、全層の平均水温については面積平均で求めている。 
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図 4  羅臼における最高水温、最低水温と全層の平均水温（平成 24年～令和 5年（2012年～2023年））

及び令和 6年（2024年）の全層の平均水温の季節変化 

※水温の各値は 5 日間の平均値であり、全層の平均水温については面積平均で求めている。 

 

 

作図表データ出典： 

・環境省「令和 6年度」（2024年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸海洋観測 

機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「令和 5年度」（2023年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸海洋観測

機器修繕・維持管理業務報告書」 

 ・環境省「令和 4年度」（2022年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸海洋観測

機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「令和 3 年度（2021 年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「令和 2 年度（2020 年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「令和元年度（2019年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

・環境省「平成 30年度（2018年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

  ・環境省「平成 29年度（2017年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

  ・環境省「平成 28年度（2016年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

 ・環境省「平成 27年度（2015年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る知床沿岸域海洋観

測機器修繕・維持管理業務報告書」 

 ・環境省「平成 26年度（2014年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る羅臼沿岸域海洋観

測機器維持管理業務報告書」 

 ・環境省「平成 25年度（2013年度）羅臼ビジターセンター観測情報展示施設に係る羅臼沿岸域海洋観

測機器維持管理業務報告書」 

 ・環境省「平成 24年度（2012年度）知床半島羅臼沿岸域における海洋観測ブイを用いた海洋観測等

に係る業務報告書」 
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3 知床平均水温の経年変化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５　　ウトロにおける月毎の平均水温（℃）　ーはデータ無し

H24 (2012) H25 (2013) H26 (2014) H27 (2015) H28 (2016) H29 (2017) H30 (2018) R1  (2019)
月 月平均 月平均 月平均 月平均 月平均 月平均 月平均 月平均

５月（M） - - - 7.64 9.60 - - -
６月（J） 8.49 9.67 - 9.27 9.27 - 9.10 11.25
７月（J） 11.96 13.73 16.30 12.67 13.70 - 12.05 13.05
８月（A） 15.77 18.19 17.76 17.56 18.60 17.23 16.30 18.33
９月（S） 18.28 17.79 17.99 17.45 16.40 17.05 17.18 19.44
10月（O） 15.94 16.14 15.68 11.96 13.22 13.42 15.48 15.13
11月（N） 10.71 - - 7.97 5.97 7.75 - -

表６　　ウトロにおける2012年の月平均水温に対する各月の平均水温差の変化率（％）　ーはデータ無し

H24 (2012) H25 (2013) H26 (2014) H27 (2015) H28 (2016) H29 (2017) H30 (2018) R1  (2019)
月 水温差変化率 水温差変化率 水温差変化率 水温差変化率 水温差変化率 水温差変化率 水温差変化率 水温差変化率

５月（M） - - - - - - - -
６月（J） 0 13.84 9.14 9.10 - 7.15 32.46
７月（J） 0 14.83 36.28 5.92 14.54 - 0.76 9.13
８月（A） 0 15.37 12.62 11.38 17.96 9.30 3.38 16.27
９月（S） 0 -2.71 -1.60 -4.58 -10.31 -6.74 -6.01 6.33
10月（O） 0 1.25 -1.62 -24.98 -17.05 -15.81 -2.85 -5.04
11月（N） 0 - - -25.54 -44.24 -27.62 - -
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表 7 羅臼における月毎の平均水温（℃） －はデータ無し 

 

 

 

図 7 羅臼における月別平均水温の経年変化 

 

 

表 8 羅臼における 2015年の月別平均水温に対する水温差の経年変化 

 

 

 

図 8 羅臼における 2015年の月別平均水温に対する水温差の経年変化 
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イ 航空機、人工衛星等による海氷分布状況観測 

モニタリング項目 航空機、人工衛星等による海氷分布状況観測（No.①） 

モニタリング実施主体 第一管区海上保安本部 

対応する評価項目 

 

 

 

Ａ 特異な生態系の生産性が維持されているか 

Ｄ 遺産地域における気候変動の兆候はみられるか 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用に  

よる安定的な漁業が両立されているか 

モニタリング手法 海氷の分布状況の調査 

評 価 指 標 海氷の分布状況 

評 価 基 準 基準なし（自然環境等の変動を把握し、様々な施策の検討の際の基礎的な情報

を収集するためのモニタリング） 

評 価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善   □現状維持  □悪化  

[評価対象期間] 平成 24 年（2012 年）12 月～令和６年（2024 年）4 月 

 オホーツク海全体での海氷面積は、長期的にみると減少傾向にある。ただし、

推定された最大日の海氷面積は、平成 24 年（2012 年）以降では、平成 27 年

（2015年）、令和 4年（2022年）に極小を取ったものの、それ以外の年は比較

的横ばい傾向であった。令和 6 年 3 月の最大海氷面積は平年よりやや多かっ

た。北海道沿岸およびオホーツク海南部に注目し、目視による流氷観測日数や

衛星観測による最大海氷面積を見ると、増減を繰り返しつつも流氷はすべての

年で知床半島まで到達していた。平成 27年（2015年）のように、観測日数、

面積ともに、海氷が顕著に少ない年もあるものの、オホーツク海南部海域の海

氷域面積には、今のところ目立つ減少傾向はない。令和 6年の北海道沿岸にお

ける海氷接岸日数は６３日間で、直近１０年間（平成２７年(2015 年)‐令和６年

(2024 年)）の平均である５０日間よりも長かった。ただし、昭和４６年（1971 年）

-平成２２年（2010 年）の平均接岸日数は約７２日間であり、それと比較すると短

い。長期で見るとこのように流氷の接岸期間が短くなる傾向にあり、温暖化の

影響の可能性がある。 

今 後 の 方 針 

 

 

 

 

 

オホーツク海南部海域の海氷面積データは、知床海域の海氷状況の把握にお

いて重要な情報である。これまでのモニタリングにより、オホーツク海の海氷

状況を評価するためには、オホーツク海全域、オホーツク海南部、北海道沿岸

の３つのスケールで海氷の変化を注意深く監視していく必要がある。 

この中で、オホーツク海南部のモニタリングは、衛星データ解析の専門知識

が必要であった。このため専門家の篤志に頼らざるを得ず、今後の継続が不確

実である。これは重要なモニタリング項目であるため、今後簡便な方法の工夫

や研究機関等との連携など、何らかの方法で継続することが望ましい。また海

氷の生産量の推定には、面積に加えて氷厚のデータも重要となる。氷厚のデー

タを得るのは専門家でも難しいが、今後検討するべき項目として挙げられる。 

その他の、現在活用している各種海氷データは、オホーツク海の海氷動向を

オホーツク海全域スケールと沿岸(目視)スケールで表しており、継続すべきと

考える。 
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＜調査・モニタリングの結果＞ 

○海氷状況 

表 1 北海道周辺の海氷状況 

 

 接岸初日 最大海氷日 離岸日 

2024/25年 2/16 3/10 3/23 

2023/24年 1/20 2/25 4/2 

2022/23年 2/5 3/5 3/12 

2021/22年 1/28 3/5 3/25 

2020/21年 1/24 3/10 3/23 

2019/20年 2/7 2/29 4/4 

2018/19年 1/28 2/28 3/6 

2017/18年 1/30 3/10 3/27 

2016/17年 1/31 2/28 4/20 

2015/16年 2/2 2/29 3/18 

2014/15年 1/16 2/28 3/7 

2013/14年 1/28 3/5 4/30 

2012/13年 1/15 2/28 3/21 

2011/12年 1/20 3/5 4/5 

2010/11年 1/20 2/28 3/10 

1971～2010年平均 1/23  4/8 

 

 

 

 

データ出典：第一管区海上保安本部「海洋概報（海氷編）」 
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○平成 21年～令和 7年（2009年～2025年）までの季節海氷 

 
 

図 1 平成 21年～令和 7年（2009年～2025年）冬季のオホーツク海沿岸（稚内～根室半島）の 

季節海氷の分布（推定された最大日） 

※赤のラインは、各観測日の平年的な海氷分布を示す 

 

             出典 気象庁 HP「海洋の健康診断表（オホーツク海の海氷分布）」

http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/seaice/archive/c_1/okhotsk_monthly/seaiceindex.html 
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ウ 海水中の石油、カドミウム、水銀などの分析 

モニタリング項目 海水中の石油、カドミウム、水銀などの分析（No.⑨） 

モニタリング実施主体 海上保安庁海洋情報部 

 

対応する評価項目 

 

Ⅳ 考慮 

参考資料を参照 

 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用に  

よる安定的な漁業が両立されているか 

 

モニタリング手法 表面海水及び海底堆積部の石油、ＰＣＢ、重金属等の汚染濃度分析 

評 価 指 標 表面海水及び 

海底堆積部の石油、ＰＣＢ、重金属等の汚染物質濃度 

評 価 基 準 基準値以下の濃度であること。 

評 価 

 

 

  

 

 

 

 

■評価基準に適合（令和 5 年(2023

年）まで) 

□評価基準に非適合 

□改善      ■現状維持(令和 5年（2023年）まで)     □悪化 

[評価対象期間]平成 24 年（2012 年）～令和 5 年（2023 年） 

図２に示す通り、表面海水中の水銀と油分は平成 14年（2002年）ころまで

濃度が不安定で高い値を示すこともあったが、その後は低い濃度で安定してい

る。令和 5 年度(2023 年度)も低い濃度レベルであった。一方、カドミウムに

ついては、2012年以前と以後で濃度レベルが下がっている傾向がみられるが、

この傾向が継続するのかについて今後も継続して注視していく必要がある。 

 

今 後 の 方 針 

 

 

 

 

令和 5年（2023年）現在、汚染物質濃度は低いレベルで安定している。遺産

地域内海域の海洋環境の適切な保全のため、今後も表層海水および海底堆積物

に関して継続したモニタリングが必要である。 
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※令和元年・令和２年 オホーツク海域の調査結果 

＜調査・モニタリングの手法＞  

対象地域  オホーツク海 

調査頻度  年１回 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

〇オホーツク海域の海水調査結果 

 

 

 

 
 

〇オホーツク海域の海底堆積物調査結果 

 

 

  

図 1 オホーツク海域の試料採取位置及び測点番号 

図出典：海上保安庁海洋情報部「海洋汚染調査報告第 51 号」 

  表１ オホーツク海域の海水調査結果  

 出典：海上保安庁海洋情報部「海洋汚染調査報告第 51号」  

表 2 オホーツク海域の海底堆積物調査結果  
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○オホーツク海における表面海水の汚染物質濃度の経年変化 

 

 

 

 

  

 

 

図 2 オホーツク海における表面海水の汚染物質濃度の経年変化  

 出典：海上保安庁海洋情報部「海洋汚染調査報告第 51号」  


